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「
拡
充
と
一
心 

p
a
r
t
3 

〜
大
阪
府
全
単
会
目
標
達
成
〜

」
大
阪
府
倫
理
法
人
会 

会
長 　

木
村　
雅

　
倫
友
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
清
栄
の
段
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
大

阪
府
倫
理
法
人
会
第
９
代
会
長
を
拝
命
し
ま
し

た
ニ
ワ
ダ
ニ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
㈱
の
木
村 

雅
で
す
。就
任
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
多
く
の
時
間
と
知
恵
を
〈
気
前
よ
く
〉
供
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ
ま
、
絶
対
に
幸
せ
に

な
り
ま
し
ょ
う
ぞ
」
と
温
か
く
私
た
ち
を
先
導
し

て
い
た
だ
い
た
先
代
佐
藤
福
男
会
長
の
も
と
大
阪

府
は
「
拡
充
と
一
心
」
の
旗
印
を
か
か
げ
、
赫
々

た
る
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
１
．
Ｍ
Ｓ
の
質
的
向
上
。

　
２
．
Ｍ
Ｓ
参
加
者
の
自
単
会
出
席
者
数
のア

ッ
プ
。

　
３
．
委
員
会
活
動
の
活
性
化
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
尽
力
さ
れ
会
員
が
学
ぶ
環
境
を

整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
単
会
が
拡
充
と
い
う
一
つ
の
心
で
結

ば
れ
る
よ
う
に
と
、
日
々
細
か
い
気
配
り
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
先
代
は
じ
め
、

歴
代
会
長
、
役
員
諸
氏
の
努
力
に
今
の
大
阪
府
倫

理
法
人
会
が
あ
る
こ
と
を
深
く
感
謝
し
、
今
年
度

の
決
意
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
拡
充
と
一
心
」
３
年
目
に
あ
た
る
今
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
拡
充
と
一
心
p
a
r
t
3 

〜

大
阪
府
全
単
会
目
標
達
成
〜
」
で
す
。
先
達
の
思

い
を
私
た
ち
の
手
で
さ
ら
に
強
固
な
形
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
経
営
者
教
育
団
体
地
域 

№
1
の
会
勢
を
も
っ

て
倫
理
運
動
を
こ
の
大
阪
の
地
で
さ
ら
に
大
き
な

動
き
に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
多
く
の
真
摯
に
学
ぶ
仲
間
と
と
も
に

「
絶
対
に
幸
せ
に
な
り
ま
し
ょ
う
！
」

撮影：写真スタジオハート　上田 哲也氏

大阪府倫理法人会 新会長抱負
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市
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区
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高
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市
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会　長
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吹

田

市

会　長
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屋
川
市

幹事長
山本　　一
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事務長
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監　査
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副会長
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会　長
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副幹事長
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副幹事長
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相談役
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相談役
濱浦 紀代輝

相談役
三原 啓次郎

相談役
佐藤　福男

委
員
会

委員長
永井　　純

広
報
委
員
会 委員長

朝日　里佳

青
年
委
員
会

委員長
徳田　昭次

研
修
委
員
会

委員長
明珍 裕美子

女
性
委
員
会

委員長
田頭　一之

普
及
拡
大
委
員
会

委員長
石井　博昭

朝
礼
委
員
会

委員長
松岡　清德

Ｍ
Ｓ
委
員
会

を
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．�

感
謝
と
喜
び
に
溢
れ
た
倫
理
実
践
者
を
増
や
す

「
人
づ
く
り
」

２
．�

信
頼
で
き
る
仲
間
の
輪
を
安
定
的
に
拡
げ
る

　
　
「
形
づ
く
り
」

３
．�

純
粋
倫
理
を
よ
く
学
び
、
日
本
創
生
に
意
欲
を

燃
や
す
「
内
容
づ
く
り
」

　

こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、役
員
の
皆
様
に
は「
平
成�

27
年
度 

法
人
局
活
動
方
針
書
」
を
ご
確
認
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

大
阪
府
倫
理
法
人
会
の
役
員
・
会
員
の
皆
々
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
倫
理
経
営
を
志
す
仲
間
の
輪
を

誇
り
高
く
、
強
力
に
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
、
さ
ら

な
る
内
容
の
充
実
を
め
ざ
し
て
ご
尽
力
頂
き
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
会
友
企

業
の
ご
繁
栄
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
幹
事
長
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
山
本

一
で
す
。
大
阪
府
倫
理
法
人
会
役
職
者
5
0
4
名

を
代
表
し
、
役
職
に
か
け
る
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
拡
充
と
一
心
」
を
掲
げ
、
３
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
３
年
目
の
節
目
に
我
々
全
役
職

者
が
取
り
組
む
べ
き
事
は
、
た
だ
一
つ
で
す
。
そ
れ

は
２
年
間
、
誠
心
誠
意
こ
の
大
阪
府
倫
理
法
人
会
に

全
力
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
佐
藤
前
会
長
の
意
思
を

引
き
継
ぎ
、
大
阪
の
各
単
会
を
一
心
に
結
び
付
け
て

い
た
だ
い
た
こ
の
組
織
体
制
を
し
っ
か
り
と
維
持

し
、
確
固
た
る
組
織
風
土
を
根
付
か
せ
、
そ
の
結
果

　

大
阪
府
倫
理
法
人
会
の
役
員
の
皆
様
、
会

員
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
日
頃
は
倫
理
法

人
会
の
活
動
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
近
畿
方
面
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
松ま

つ

本も
と

真ま
さ

志し

と
申
し
ま
す
。
出
身
地
は
千
葉
県
の
太
平

洋
側
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
ま
す
、
い
す
み

市
で
す
。
現
在
は
千
葉
県
の
船
橋
市
在
住
で
、

妻
と
一
女
、
二
男
の
５
人
の
家
族
構
成
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

大
阪
府
倫
理
法
人
会
に
お
い
て
は
一
昨
年
度
、
設

立
30
年
と
い
う
歴
史
を
刻
ま
れ
、
現
在
は
21
の
活
動

拠
点
を
設
け
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
歴
代
の

会
長
・
役
員
・
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
貴
会
で
は
以
前

よ
り
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
活
性
化
が
顕

著
な
数
字
と
し
て
現
れ
、
都
道
府
県
別
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
一
位
の
座
を
維
持
さ

れ
、
当
該
単
会
参
加
率
は
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た

単
会
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
日
本
最

大
の
商
業
都
市
と
い
う
利
点
を
活
か
し
て
、
普
及
に

も
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
日
々
奔
走
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
全
国
の
倫
友
に
と
っ
て
良
い
刺
激
と
な
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と
は

な
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
「
拡
充
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
担
当
者
と
し
て
は
「
拡

充
の
推
進
」
に
力
を
入
れ
活
動
の
３
本
柱
を
中
心
に

事
業
を
展
開
し
て
行
く
所
存
で
す
。
活
動
の
３
本
柱

を
確
実
に
残
す
と
い
う
こ
の
一
点
で
す
。

　
「
結
果
と
は
何
か
」

　

そ
れ
は
、
我
々
の
普
及
目
標
で
あ
る
2
1
9
6

社
で
す
。
こ
の
数
字
を
早
期
に
や
り
遂
げ
、
更
に
８

月
に
は
、
2
2
2
0
社
の
会
勢
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
た
め
に
我
々
が
す
べ
き
こ
と
は
、
一
つ
。

　

そ
れ
は
、
純
粋
倫
理
の
基
本
で
あ
る
「
す
な
お
な

実
践
」
で
す
。
実
践
と
し
て
私
が
本
年
度
、
特
に
意

識
し
て
い
る
こ
と
は
「
良
い
結
果
は
、
準
備
次
第
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
丸
山
敏
雄
伝
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
こ
ん
な
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
万
事
を
想
定
し
て
準
備
を
整
え
る
と
、
た
い
て

い
の
こ
と
は
、
成
功
す
る
。」

　
「
大
切
な
こ
と
は
、
２
段
、
３
段
の
構
え
（
準
備
）

を
す
べ
き
」
と
。

　

こ
の
準
備
に
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
物
質
的
な
準
備
。
も
う
一
つ
は
関
係
者

全
て
の
「
心
」
を
一
致
さ
れ
る
と
い
う
準
備
で
す
。

　

特
に
、
中
心
と
な
る
人
と
の
心
の
一
致
。
関
係
者

の
心
が
一
つ
に
結
束
す
れ
ば
、
物
事
は
成
就
す
る
。

そ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
り
、
誰
か
が
強
い
不
満

や
批
判
的
な
気
持
ち
を
持
っ
た
ま
ま
だ
と
思
わ
ぬ
と

こ
ろ
か
ら
崩
れ
て
し
ま
う
。
と
創
始
者
は
説
か
れ
て

い
ま
す
。

　

我
々
全
役
職
者
は
、
大
阪
府
倫
理
法
人
会
の
中
心

で
あ
る
木
村
会
長
、
歴
代
会
長
に
、
地
区
に
お
い
て
は

単
会
の
会
長
は
地
区
長
に
、
委
員
会
に
お
い
て
は
、
委

員
長
に
、
そ
し
て
最
も
基
本
の
活
動
単
位
で
あ
る
単

会
の
皆
さ
ん
は
、
単
会
の
会
長
に
「
心
を
合
わ
せ
る
」

と
い
う
心
の
準
備
が
全
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

栞
の
第
15
条　

信
成
万
事
に
「
形
で
は
ま
だ
出
来

て
い
な
い
が
、
心
で
は
も
う
出
来
上
が
っ
て
い
る
の

で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
皆
さ
ん
の
「
心
の
準
備
」
は
万
全
で
す
ね
。

平
成
27
年
度
は
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
我
ら
、
大

阪
府
倫
理
法
人
会
の
伝
統
に
誇
り
を
も
っ
て
い
た
だ

い
た
役
職
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
、
役
職

者
を
代
表
し
て
の
決
意
の
表
明
と
い
た
し
ま
す
。
皆

さ
ん
と
も
に
心
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

（一社）倫理研究所
法人局 普及事業部
近畿方面 方面長
松本 真志氏

大阪府倫理法人会
幹事長

山本 　一氏

「
拡
充
の
推
進
」

「
確
実
に
結
果
を
残
す
」

役員辞令交付式（９月３日）

大阪府倫理法人会 新年度ごあいさつ

撮影：株式会社 PhotostudioS　杉谷 昌彦氏
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上西　　知

監　査
黄　　　麗

副会長
中田　惠三

副会長
田畑　　章

会　長
木村　　雅

副幹事長
鈴木　昭彦

副幹事長
山元　久良

左藤　　章

相談役
上野　起立

相談役
濱浦 紀代輝

相談役
三原 啓次郎

相談役
佐藤　福男

委
員
会

委員長
永井　　純

広
報
委
員
会 委員長

朝日　里佳

青
年
委
員
会

委員長
徳田　昭次

研
修
委
員
会

委員長
明珍 裕美子

女
性
委
員
会

委員長
田頭　一之

普
及
拡
大
委
員
会

委員長
石井　博昭

朝
礼
委
員
会

委員長
松岡　清德

Ｍ
Ｓ
委
員
会
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今月の　　セミナーPick Up

このコーナーでは月替わりで単会がお薦めする各種セミナーをご紹介致します。

活力朝礼のススメ
■ 日時 10月23日㈭　6：30〜
■ 会場 七田チャイルドアカデミー
 大阪市天王寺区北河堀街3-15

　たくさんいらっしゃる講話者の中でも、ひときわ人気
が高い松井直輝相談役のお話しです。
　お仕事柄、幼児や職員の先生方との関わりが多く、心
理学も学ばれているためか、話し方や表現法も勉強にな
る上、例話を交えて分かりやすくお話ししてくださいま
す。
　いつも面白くて、本来なら難しくなるような内容も
あっという間に学べるので、楽しみにされている会員も
多くいらっしゃいます。
　ご自身も幼稚園を経営されていますので、今回は朝礼
が職場に与える影響なども聞かせて頂けるのではないか
と思います。

記 山本 ゆかり 幹事／大阪天王寺区倫理法人会

大
阪
北
区
倫
理
法
人
会 
相
談
役

松 

井　
直 
輝 
氏

大阪天王寺区
倫理法人会

活力朝礼の意義
■ 日時 10月11日㈯　6：30〜
■ 会場 池内中公民館
 松原市天美東７丁目

　松原市倫理法人会初代会長でＭＳ委員会名誉委員長で
ある光田誠次相談役は、地元を活性化したい、地域の会
社を善くしたい、盛り上げていきたいとの想いから長年コ

ツコツと活力朝礼の普及に尽力されてこられました。
　組織を活性化していくための施策、経営者と社員全員の心を一つ
にする手段として活力朝礼を取り入れることを熱心に説いて回られ
ました。その熱意が地域の商工会議所の会頭はじめ主だった役職の
メンバーの心を動かし、この度活力朝礼を商工会で取り入れていく
試みが始まりました。
　一般の朝礼と活力朝礼とではどのような違いがあるのか？　倫理
法人会の外で、活力朝礼を取り入れることのご苦労や取り入れる前
とその後の企業の変化など大変興味深い話が聴けること必見です。

記 家永 窓香 幹事／松原市倫理法人会

松
原
市
倫
理
法
人
会 

相
談
役

光 
田　
誠 
次 

氏

松 原 市
倫理法人会 万人幸福の栞から考える健康法

■ 日時 10月29日㈬　６：30〜
■ 会場 千里阪急ホテル
 豊中市新千里東町2－1－D－1号

　薬をなるべく使わずに元気になれるために
カウンセリングを1番に考え、いろいろな専
門分野もとりいれて患者様にベストの治療法

を提案されている等など、活躍されてる話しがきけ
ます。
　倫理と健康とは？どうぞお楽しみに。

記 平井 浩二 幹事／千里中央倫理法人会

都
島
区
倫
理
法
人
会 

会
員

三 

浦　
直 

樹 

氏

千里中央
倫理法人会

高 槻 市
倫理法人会

■ 日時 10月24日㈮　６：30〜
■ 会場 たかつき京都ホテル
 高槻市城西町4－39
記 藤原 優里 実行委員／高槻市倫理法人会

　29年間幼児教育を中心に、教育と経営に携わってこ
られました松井直輝相談役をお招きします。我々経営者
の最重点課題でもある社員教育は、「まず活力朝礼から」
と題し、研究、実践されてきた活力朝礼を行う事によっ
て、なぜ人間力が高まるのか？そして繁栄の法則とはな
ど、詳しくご講話頂きます。

　大阪府倫理法人会各単会の皆様、昨年度も皆様のご尽力に
より、特別行動旗を手にする事が出来ました。

　心より御礼申
し上げます。
　 一 昨 年 か ら、
大阪は一つのか
け声、倫友の協
力のもと得た行
動旗であります。
　昨年度からは、

自単会の出席社数も始まり、堺としてはなんとしてでも自単
会の出席を上げる事を意識しました。
　また、それは白い行動旗の取得のための動機付けに大変役
立ちました。
　会員の皆様の参加意識と一昨年の白い行動旗を得た自信が、
誇りに変わっていたのです。大変ありがたいことです。
　最近は、大阪府下で白い行動旗を目指す単会が増えて来て
います。
　堺のチャレンジが皆様にとって身近なものになりつつある
のかと心丈夫に思い、大阪の発展に少しでも寄与できたので
はないかと喜んでおります。ありがとうございました。

（記：吉瀬 融 会長／堺市倫理法人会）

　また、前日23日㈭ 18：30 ～ 20：00は、
ナイトセミナーで同じく松井直輝氏の「職場
の三原則」～こんな会社は倒産する～ をテーマに
ご講話頂きます。ぜひ皆様お越しください。

「職場の三原則」～こんな会社は倒産する～Z
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

★トピックス★   堺市倫理法人会

白い行動旗を得て
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経営者の皆様、悩み事・困り事はありませんか？ 私たちと一緒に学びませんか？
当会では現在、大阪府下の21カ所にて、毎週火〜土曜日の朝６時半から７時半まで「経営者モーニングセミナー」（MS）を開催しています。
どこかの倫理法人会に入会されますと、大阪府下だけでなく、全国各地で開催されているMSに参加が可能です。

【モーニングセミナー】 最新のビジネス情報から、ベテラン経営者の体験談等、家庭円満・会社繁盛の秘訣がてんこもりです！
  （詳細内容は７〜８ページのMS予定表をご覧下さい）

【朝 食 会】 セミナー後は、自由参加で朝食会を開催。異業種交流＆情報交換の場として、積極的に活用されています。

大阪府倫理法人会　経営者モーニングセミナーのご案内
会員でない方も無料・予約なしでご参加頂けます

モーニングセミナーの流れ
6：28～6：30
開始2分前

気持ちを整え、切り換える静寂の時間
開始２分前の予鈴がなります

6：30開始 開会（本鈴が鳴ります）
倫理法人会の歌「夢かぎりなく」斉唱

6：35頃

17ヵ条斉唱「万人幸福の栞」輪読
当会の根本理念であり、〝生活の筋道〟であります「純粋倫理」のエキスが濃縮さ
れた栞の17 ヵ条を毎週１つずつ、みんなで読んでいきます。
元気良く「はい！」と言って、栞を読む行為は、積極性を養うために行っています。

6：40頃 会長挨拶

6：45頃 会員スピーチ（ない時もあります）
会員が、当会での学びを踏まえた日常生活での気づきや体験を報告する時間。

6：50頃～7：25〈講話〉詳しい内容は7～8ページの予定表をご覧下さい
7：25～7：30 連絡事項、誓いの言葉、終了（終鈴が鳴ります）
7：30～ 朝食会（自由参加・自由解散）

１. 今日は最良の一日、今は無二の好機
２. 苦難は幸福の門
３. 運命は自らまねき、境遇は自ら造る
４. 人は鏡、万象はわが師
５. 夫婦は一対の反射鏡
６. 子は親の心を実演する名優である
７. 肉体は精神の象徴、病気は生活の赤信号
８. 明朗は健康の父、愛和は幸福の母
９. 約束を違えれば、

己の幸いを捨て他人の福を奪う

『万人幸福の栞』

●お問合先
大阪府倫理法人会 事務局
〒540-0032　大阪市中央区天満橋京町1-23　サン・システム天満橋ビル501号室
TEL 06-6949-0738　E-mail info@osaka-rinri.net

10. 働きは最上の喜び
11. 物はこれを生かす人に集まる
12. 得るは捨つるにあり
13. 本を忘れず、末を乱さず
14. 希望は心の太陽である
15. 信ずれば成り、憂えれば崩れる
16. 己を尊び人に及ぼす
17. 人生は神の演劇、その主役は己自身である

経営者として人として学べる場
少し早起きするだけで、大変勉強になり多くの気
づきを頂けるとても価値のあるセミナーだと思い
ます。倫理を学び小さな事からでも日常に取り入
れて皆様に喜んで頂けるよう学んでいきたいで
す。先輩方どうぞよろしくお願いいたします。
 （HP より入会）たかつぐオフィス

佐々木 孝継 会員
（東大阪市倫理法人会）

初参加で学んだ、「Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」
早起きは得意な私でしたが、初めてモーニングセミナーに
参加した時、「たくさんの人が、朝早くからなんと元気な事
か！」とビックリしました。皆さんのエネルギーレベルに少
しでも近づきたいという思いに駆られ、本年７月に入会しま
した。あたり前のことを、馬鹿にしないでちゃんと出来る（Ａ・
Ｂ・Ｃ・Ｄ）自分でいられるよう、挨拶も拍手も、返事もレ
ベルを上げていきます。どうぞよろしくお願いします。
 （紹介者：山上 真由子 会員）

ソニー生命保険会社
倉橋 弘一 会員

（大阪都島区倫理法人会）

自分自身を磨いていきます
京阪電車門真市駅下車すぐ、ルミエールホールの
一階で海賊気分が味わえるお店をはじめて 5 年が
経ち、経営を続けることの難しさを痛切に感じて
いた頃に入会のお誘いを頂きました。
倫理を学び、自分自身を磨くことでお店も向上で
きるよう有意義なＭＳへの出席を心がけます。
 （紹介者：宮原 博司 専任幹事）

ＯＰワイン 代表
出口 宏季 会員

（寝屋川倫理法人会）

朝から爽やかな気分に！
お誘いを受け初めて参加したモーニングセミナー
の印象は、何か宗教っぽいなぁというものでした。
と同時に、会社のトップのみなさんが朝から真剣
に学びまたとても明るいことに感動も覚えました。
入会してから今まで欠かさずモーニングセミナー
には参加しています。参加後は、爽やかで元気な
気持ちになり、さあ自分の会社の朝礼も頑張ろう
と思えるようになりました。 （紹介者：森 勲 会長）

第一生命狭山営業オフィス オフィス長
木村 早苗 会員

（堺市中区倫理法人会）

自分と向き合う時間が増えました
１年前にモーニングセミナーに参加したことが 
ご縁となり、今年５月に入会いたしました。多く
の出会いと学びを得られ、自分と向き合う時間が
増えました。営業という職業柄、 心の平安や日々
の自己管理を学ぶうえで、とても良い機会をいた
だいたと思っています。 これからも継続していき
たいと思います。 （紹介者：野口 慎一 事務長）

大同生命保険㈱
堤 志緒 会員

（新大阪倫理法人会）

皆さんの元気をもらいました
私たちは 8 月に松熊会長とのご縁で初めてモーニ
ングセミナーに行かせていただきました。その時
に皆さんが笑顔で、とてもエネルギーが伝わって
きて、楽しいなと思いました。何か働いている中
で忘れていたものをふと実感しました。その元気
さをぜひ自分たちにも取り入れ、また周りに伝え
ていけたらと思っております。皆さんよろしくお
願い致します。 （紹介者：松熊 繁美 会長）

株式会社 iFRONT
屋敷 大介 会員 / 吉田 陽子 会員

（道頓堀倫理法人会）

左：吉田 陽子 会員
右：屋敷 大介 会員

新入会員紹介

大　川

八軒家
駐車場 12号出口11号出口

京阪シティモール

至北浜 至OBP土佐堀通り

京阪・地下鉄天満橋駅

OMM

至
東
天
満

谷
町
筋

大阪キャッスルホテル

大阪市＆大阪都島区倫理法人会
会 場／大阪キャッスルホテル

地下鉄・京阪本線天満橋駅下車すぐ
大阪市中央区天満橋京町1－1

U・コミュニティホール
TISセンター6階

三菱東京UFJ銀行

ハウス食品

バス停 近鉄奈良線
至難波 至奈良

マックスバリュ

関西電力

郵便局
U・コミュニティ
ホテル 大

阪
商
業
大
学

河内小阪

東大阪市倫理法人会
会 場／ U・コミュニティホール TTSセンター

近鉄奈良線・小阪駅北口より徒歩2分
東大阪市御厨栄町1－4－4

たかつき京都ホテル

高槻市役所

松坂屋

至新大阪

至梅田

至河原町

至京都

中央口

西口

西武高槻

阪急高槻市駅JR高槻駅

高槻警察署
高槻郵便局

市
役
所
前
け
や
き
大
通
り

市
役
所
前
け
や
き
大
通
り

市
役
所
前
け
や
き
大
通
り

阪急高槻市駅より徒歩15分、JR高槻駅西口より徒歩10分
高槻市城西町4－39

高槻市倫理法人会
会 場／たかつき京都ホテル

各単会モーニングセミナー会場地図（6 ページに続く）
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各単会モーニングセミナー会場地図

Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」
駅
北
出
口
右
折
徒
歩
５
分

大
阪
市
天
王
寺
区
北
河
堀
町
３
－
15

天
王
寺
公
園

地
下
鉄
谷
町
線

天
王
寺
駅

至
新
今
宮

三井住友
銀行

マクドナルド

天王寺駅

近鉄阿部野橋駅

天王寺駅

天王寺
駅前駅

MIOプラザ MIO

北出口 大阪
教育大学

至杭全町

至
寺
田
町

JR線

地下鉄御堂筋線

バス
ターミナル

P P

Pホテル
バリタワー天王寺

YMCA
河合塾

南河堀

天王寺中学校
至天満橋

至昭和町

七田チャイルドアカデミー

阪堺電軌上町線
あべのハルカス

大阪天王寺区倫理法人会
会 場／七田チャイルドアカデミー天王寺教室

大丸

大丸北館

パルコ・ロフト

シャネル

ルイヴィトン

長堀地下駐車場 地下鉄鶴見緑地線

東急ハンズ

心
斎
橋
筋

三
休
橋
筋

地
下
鉄
堺
筋
線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

心
斎
橋
駅

長
堀
橋
駅

至
本
町

至
な
ん
ば

ハートンホテル南船場

大阪中央区倫理法人会
会 場／ハートンホテル南船場

地下鉄長堀橋駅・心斎橋駅下車 A階段クリスタ長堀北5号出口すぐ
大阪市中央区南船場2－12－22

りそな銀行 京阪電鉄本線

至１号線

コーナン大阪電気
通信大学

大阪府陸運事務局

マクドナルド

京都銀行
三
井
住
友

銀
行

全
音
楽
譜

出
版
社

住
吉
神
社アドバンス1号館

寝屋川市駅

寝屋川
市役所

寝屋川
警察署

NTT

寝屋川市民会館至
枚
方
・
京
都

至
八
尾

至
枚
方
・
京
都

至
守
口
・
淀
屋
橋

シティホテル
ニューコマンダー

寝屋川市倫理法人会
会 場／シティホテル ニューコマンダー

京
阪
本
線
・
寝
屋
川
市
駅
よ
り
南
へ
５
０
０
ｍ

線
路
沿
い
に
歩
い
て
６
分

寝
屋
川
市
木
田
町
17
－
４

〜

りそな銀行

松原徳州会病院 天美図書館

無料駐車場
ロ
ー
ソ
ン

阪神高速14号松原線
三宅出入口

三
宅
新
道

池内中公民館
国
道
３
０
９
号
線

河
内
天
美
駅

近
鉄
南
大
阪
線

松原市倫理法人会
会 場／池内中公民館

近鉄南大阪線・河内天美駅より北東へ徒歩7分
松原市天美東7－12

阪
神
高
速
１
号
環
状
線

御
堂
筋

四
ツ
橋
駅

四ツ橋・本館
SMG貸し会議室

大丸
心斎橋

スター
バックス

中国銀行

みずほ銀行
長堀通

長堀鶴見緑地線

地下鉄四ツ橋線

四ツ橋駅
４番出口

ファミリーマート

ホワイトドーム
プラザ

四ツ橋
新興産ビル

心斎橋駅

大阪西区倫理法人会
会 場／ SMG貸し会議室

大
阪
市
西
区
北
堀
江
１
－
６
－
２

サ
ン
ワ
ー
ル
ド
ビ
ル
11
Ｆ

セルシー南出口

千里中央駅
モノレール

至吹田インター中央環状線

阪急千里中央ビル
千里ライフサイエンスセンター

〒りそな銀行

タクシー乗場

大阪モノレール
千里中央ビル

至箕面 至北千里

読
売
文
化

セ
ン
タ
ー

地
下
鉄

千
里
中
央
駅

新
御
堂
筋
線

千
里
図
書
館

千里阪急ホテル

千里中央倫理法人会
会 場／千里阪急ホテル

地下鉄・大阪モノレール千里中央駅よりすぐ
豊中市新千里東町2－1－D－1号

大浜公園

中央環状線

至難波

至和歌山

阪
堺
電
軌
阪
堺
線南

海
本
線

阪
神
高
速
16
号
堺
線

国
道
26
号
線

堺
駅

湊
駅

ホテル・アゴーラ
リージェンシー堺

堺市＆堺市中区倫理法人会
会 場／ホテル・アゴーラリージェンシー堺（旧リーガロイヤルホテル堺）

南
海
本
線
・
堺
駅
よ
り
直
結

堺
市
堺
区
戎
島
町
４
－
45
－
１

西
梅
田

四
つ
橋
線

御
堂
筋
線

堂島アバンザビル

北新地駅

大阪駅JR東海道線

JR東西線

サントリービル

ハービスENT

梅
田

堂島ホテル

大阪北区倫理法人会
会 場／堂島ホテル

地下鉄西梅田駅・JR東西線北新地駅より徒歩3分
大阪市北区堂島浜2－1－31至国分・名張

至信貴山口

至・山本高校
（東大阪方面）

近鉄大阪線

マクドナルド

JA中河内

コインパーキング

河内山本駅

山
本
八
幡
宮

至
京
橋

カフェ ブルボン

八尾市倫理法人会
会 場／ CAFFE BOURBON（カフェ ブルボン）

近
鉄
河
内
山
本
駅
・
玉
串
川
沿
い
北
へ
徒
歩
２
分

山
本
町
２
－
４
－
20

泉大津駅

ホテルサンルート関空

泉大津マリーナ 旧大津港

コーナン

泉大津出口

泉大津料金所

ファミリーマート阪神高速湾岸線

泉大津郵便局

ローソン
戎小学校

サンクス東池
公園

泉州倫理法人会
会 場／ホテルサンルート関空

阪
神
高
速
湾
岸
線
泉
大
津
出
口
す
ぐ

（
駐
車
場
完
備
）

泉
大
津
市
な
ぎ
さ
待
ち
５
－
１

コーナン
新石切駅

至八尾

至枚方

至なんば

至奈良

薬局

ヤナセ

石切神社

近鉄けいはんな線

阪神高速13号東大阪線

セブンイレブン

近
鉄
奈
良
線

至
生
野

石
切
駅

外
環
状
線

旧
国
道
１
７
０
号
線

ホテルセイリュウ

大阪鴻池倫理法人会
会 場／ホテルセイリュウ

近鉄奈良線石切駅下車 南へ徒歩約5分
東大阪市上石切町1-11-12

北大阪プラザ

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン 枚方

郵便局

JA

近鉄

枚
方
市
駅

至
大
阪

京
阪
本
線

至
京
都

南
口

ロ
ー
タ
リ
ー

サ
ン
プ
ラ
ザ

枚
方

市
民
会
館

枚
方
市
役
所

別
館

枚
方
市
役
所

本
館公

園

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

枚方・交野倫理法人会
会 場／北大阪商工会議所

京
阪
本
線
・
枚
方
市
駅
よ
り
南
東
方
向
へ
徒
歩
10
分

枚
方
市
大
垣
内
町
２
－
12
－
27

ホテル「ホップイン」アミング

サンクス

ラウンドワン

駅前
ロータリー

JR尼崎駅

大阪福島区倫理法人会
会 場／ホテル「ポップイン」アミング

JR尼崎駅北口からすぐ（デッキで直結）
尼崎市潮江1－4－1

りそな銀行 ローソン

至西中島南方

至茨木

至江坂

至
新
神
戸

至
京
都

地
下
鉄
御
堂
筋
線 Ｊ

Ｒ
東
海
道
本
線

新大阪駅

新
大
阪
駅

新大阪ワシントンホテルプラザ

新幹線新大阪駅

新大阪倫理法人会
会 場／新大阪ワシントンホテルプラザ

Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
よ
り
、
正
面
口
よ
り
徒
歩
約
３
分

地
下
鉄
新
大
阪
駅
よ
り
、
７
番
出
口
よ
り
徒
歩
約
３
分

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
５
－
15
－
15

三菱東京UFJ銀行

至新大阪

Ｐ

第２
サニーストン
ホテルみずほ銀行

至千里中央

地
下
鉄
御
堂
筋
線

新
御
堂
筋

江
坂
駅

サニーストンホテル

吹田市倫理法人会
会 場／サニーストンホテル

地下鉄御堂筋線・北大阪急行江坂駅7番出口から徒歩1分
吹田市広芝町10－3

マクドナルド

コインパーキング

26D
出入り口

25
出入り口

吉野家
グリコの

看板
か
に
道
楽

道頓堀

道頓堀川

地
下
鉄
御
堂
筋
線

松
竹
座

地
下
鉄
四
ツ
橋
線

戎
橋

ニュー
ジャパン

道頓堀ホテル

なんば駅

JR
難波駅

地下鉄千日前線

道頓堀倫理法人会
会 場／道頓堀ホテル

地
下
鉄
各
線
・
難
波
駅
、25
番
出
口
か
ら
徒
歩
約
３
分

大
阪
市
中
央
区
道
頓
堀
２
－
３
－
25

大阪天王寺区倫理法人会・モーニングセミナーの様子

6



平
成
26年

10月

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

〈
予

 定
 表

〉

モ
ー

ニ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
開

催
時

間
AM

6：
30〜

7：
30

詳
し

く
は

大
阪

府
倫

理
法

人
会

事
務

局
TEL 06－

6949－
0738 ま

で
ど

う
ぞ

※
点

線
部

分
を

折
り

、
　

4つ
折

り
に

し
て

ご
使

用
下

さ
い

日
曜日

単
　
会
　
名

講
　
師
　
役
　
職
　
名

講
　
師

テ
　
ー
　
マ

23
木

大
阪

福
島

区
大

阪
福

島
区

倫
理

法
人

会
 幹

事
竹

谷
　

泰
史

 氏
人

の
喜

び
わ

が
喜

び
に

 ～
行

商
か

ら
学

ん
だ

自
利

利
他

経
営

～

吹
田

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 西

地
区

 副
地

区
長

山
田

　
哲

也
 氏

反
始

慎
終

24
金

高
槻

市
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
松

井
　

直
輝

 氏
活

力
朝

礼

東
大

阪
市

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

西
森

　
義

信
 氏

足
下

の
実

践

大
阪

中
央

区
大

阪
福

島
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

高
野

　
直

樹
 氏

倫
理

と
経

営

堺
　

市
堺

市
倫

理
法

人
会

 副
事

務
長

鈴
木

　
康

弘
 氏

第
1部

：
ご

縁
に

感
謝

堺
市

倫
理

法
人

会
 実

行
委

員
中

瀬
古

優
一

 氏
第

2部
：

働
き

続
け

る
こ

と
に

不
幸

は
な

い

大
阪

都
島

区
大

阪
都

島
区

倫
理

法
人

会
　

相
談

役
芦

田
　

　
衞

 氏
ビ

ジ
ョ

ン
経

営
で

G
o! G

o! G
o!

25
土

大
阪

西
区

道
頓

堀
倫

理
法

人
会

 副
会

長
塩

中
　

一
成

 氏
素

直
で

明
る

い
経

営
者

で
あ

り
続

け
る

松
原

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 幹

事
長

山
本

　
　

一
 氏

学
び

の
宝

庫
　

倫
理

法
人

会

大
阪

北
区

千
里

中
央

倫
理

法
人

会
 会

長
土

屋
　

　
篤

 氏
「

会
長

職
を

拝
命

し
て

只
今

実
践

開
始

！
」

28
火

大
阪

市
大

阪
西

区
倫

理
法

人
会

 実
行

委
員

一
階

　
良

知
 氏

　「
大

学
と

専
門

学
校

か
ら

見
る

倫
理

」    

八
尾

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 幹

事
長

山
本

　
　

一
 氏

事
の

成
否

は
、

準
備

か
ら

枚
方

・
交

野
枚

方
・

交
野

倫
理

法
人

会
 会

員
増

本
　

　
剛

 氏
生

き
た

朝
礼

新
大

阪
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
松

井
　

直
輝

 氏
活

力
朝

礼
の

ス
ス

メ
　

朝
礼

こ
そ

職
場

の
基

本

29
水

寝
屋

川
市

大
阪

中
央

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
菊

池
　

哲
也

 氏
２

代
目

社
長

の
失

敗
物

語

千
里

中
央

大
阪

都
島

区
倫

理
法

人
会

 会
員

三
浦

　
直

樹
 氏

万
人

幸
福

の
栞

か
ら

考
え

る
健

康
観

道
頓

堀
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 副

幹
事

長
鈴

木
　

昭
彦

 氏
倫

理
経

営
の

ス
ス

メ

堺
市

中
区

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 広
報

委
員

長
永

井
　

　
純

 氏
倫

理
と

出
逢

っ
て

動
き

出
し

た
舞

台
～

信
成

万
事

～

30
木

大
阪

天
王

寺
区

鳥
取

市
倫

理
法

人
会

 会
長

市
村

　
優

至
 氏

「
わ

か
ち

合
う

喜
び

」

泉
　

州
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 幹

事
長

山
本

　
　

一
 氏

学
び

の
宝

庫
　

倫
理

法
人

会

大
阪

鴻
池

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

松
井

　
直

輝
 氏

職
場

の
三

原
則

 ～
こ

ん
な

会
社

は
倒

産
す

る

大
阪

福
島

区
大

阪
福

島
区

倫
理

法
人

会
 監

査
田

渕
　

千
恵

 氏
倫

理
で

学
ん

だ
経

営
 ～

た
だ

の
主

婦
か

ら
経

営
者

へ
～

吹
田

市
吹

田
市

倫
理

法
人

会
 幹

事
安

原
　

佳
永

 氏
苦

難
福

門

31
金

高
槻

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 女

性
委

員
長

明
珍

裕
美

子
 氏

お
役

を
頂

い
て

東
大

阪
市

泉
州

倫
理

法
人

会
 副

専
任

幹
事

南
野

　
照

美
 氏

倫
理

を
羅

針
盤

に

大
阪

中
央

区
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 青

年
委

員
長

朝
日

　
里

佳
 氏

や
れ

ば
出

来
る

！
夢

は
叶

う
！

堺
　

市
堺

市
倫

理
法

人
会

 幹
事

宇
野

　
裕

司
 氏

素
直

（
純

情
）

の
実

践

大
阪

都
島

区
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 中

地
区

 副
地

区
長

北
野

　
喜

広
 氏

～
純

情
（

す
な

お
）

の
実

践
～

お
知
ら
せ

大
阪

西
区

倫
理

法
人

会
 モ

ー
ニ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

会
場

が
10月

４
日

よ
り

下
記

の
会

場
に

変
更

と
な

り
ま

す

旧
新

「
ハ

ー
ト

ン
ホ

テ
ル

心
斎

橋
別

館
」

「
SM

G
貸

し
会

議
室

」
大
阪
市
西
区
北
堀
江
１
-６
-２

サ
ン
ワ
ー
ル
ド
ビ
ル
11階

火曜日

大
阪
市
倫
理
法
人
会

大
阪

キ
ャ

ッ
ス

ル
ホ

テ
ル

TEL 06-6942-2401
地

下
鉄

谷
町

線
・

京
阪

線
天

満
橋

駅
ビ

ル
6・

7F
八
尾
市
倫
理
法
人
会

CAFFE BO
U

RBO
N

 （
カ

フ
ェ

ブ
ル

ボ
ン

）
TEL 080-3676-1610

近
鉄

河
内

山
本

駅
北

出
口

、
北

へ
徒

歩
２

分
（

高
木

会
長

携
帯

）

枚
方
・
交
野
倫
理
法
人
会

北
大

阪
商

工
会

議
所

101会
議

室
TEL 072-843-5151

京
阪

･枚
方

市
駅

よ
り

東
へ

徒
歩

10分
新
大
阪
倫
理
法
人
会

新
大

阪
ワ

シ
ン

ト
ン

ホ
テ

ル
プ

ラ
ザ

TEL 06-6303-8111
JR新

大
阪

駅
正

面
出

口
徒

歩
３

分
、

地
下

鉄
７

番
出

口
３

分

水曜日

寝
屋
川
市
倫
理
法
人
会

シ
テ

ィ
ホ

テ
ル

ニ
ュ

ー
コ

マ
ン

ダ
ー

TEL 072-823-7000
京

阪
･寝

屋
川

市
駅

南
へ

500m
千
里
中
央
倫
理
法
人
会

千
里

阪
急

ホ
テ

ル
TEL 06-6872-2211

地
下

鉄
･大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

千
里

中
央

駅
す

ぐ
道
頓
堀
倫
理
法
人
会

な
ん

ば
道

頓
堀

ホ
テ

ル
TEL 06-6213-9040

大
阪

市
営

地
下

鉄
難

波
駅

（
25番

出
口

）
よ

り
徒

歩
３

分
堺
市
中
区
倫
理
法
人
会

ホ
テ

ル
・

ア
ゴ

ー
ラ

 リ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
堺

TEL 072-224-1121
南

海
堺

駅
西

口
と

直
結

（
旧

 リ
ー

ガ
ロ

イ
ヤ

ル
ホ

テ
ル

堺
）

木曜日

大
阪
天
王
寺
区
倫
理
法
人
会

七
田

チ
ャ

イ
ル

ド
ア

カ
デ

ミ
ー

天
王

寺
教

室
TEL 06-6776-4141

JR天
王

寺
駅

北
口

を
出

て
右

折
、

徒
歩

５
分

泉
州
倫
理
法
人
会

ホ
テ

ル
サ

ン
ル

ー
ト

関
空

TEL 0725-20-1111
阪

神
高

速
道

路
湾

岸
線

泉
大

津
出

口
す

ぐ
大
阪
鴻
池
倫
理
法
人
会

ホ
テ

ル
セ

イ
リ

ュ
ウ

TEL 072-981-5001
近

鉄
奈

良
線

石
切

駅
よ

り
南

へ
徒

歩
５

分
大
阪
福
島
区
倫
理
法
人
会

（
旧

・
尼

崎
倫

理
法

人
会

）

ホ
テ

ル
｢ホ

ッ
プ

イ
ン

｣
ア

ミ
ン

グ
TEL 06-6491-0002

JR尼
崎

駅
か

ら
ホ

テ
ル

へ
直

結
す

ぐ
吹
田
市
倫
理
法
人
会

サ
ニ

ー
ス

ト
ン

ホ
テ

ル
TEL 06-6386-0001

地
下

鉄
御

堂
筋

線
･江

坂
駅

（
7番

出
口

）、
徒

歩
１

分

金曜日

高
槻
市
倫
理
法
人
会

た
か

つ
き

京
都

ホ
テ

ル
TEL 072-675-5151

阪
急

･JR高
槻

市
駅

よ
り

南
へ

10～
15分

R171沿
い

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会

U
･コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ホ

テ
ル

TTSセ
ン

タ
ー

6F
TEL 06-6784-3000

近
鉄

･奈
良

線
小

阪
駅

北
す

ぐ
大
阪
中
央
区
倫
理
法
人
会

ハ
ー

ト
ン

ホ
テ

ル
南

船
場

TEL 06-6251-2111
地

下
鉄

御
堂

筋
線

・
長

堀
鶴

見
緑

地
線

心
斎

橋
駅

、
徒

歩
５

分
堺
市
倫
理
法
人
会

ホ
テ

ル
・

ア
ゴ

ー
ラ

 リ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
堺

TEL 072-224-1121
南

海
･堺

駅
西

口
と

直
結

（
旧

・
リ

ー
ガ

ロ
イ

ヤ
ル

ホ
テ

ル
堺

）
大
阪
都
島
区
倫
理
法
人
会

大
阪

キ
ャ

ッ
ス

ル
ホ

テ
ル

TEL 06-6942-2401
地

下
鉄

谷
町

線
･京

阪
線

天
満

橋
駅

ビ
ル

6･7F

土曜日

大
阪
西
区
倫
理
法
人
会

SM
G

貸
会

議
室

TEL 06-6538-4329
地

下
鉄

四
ツ

橋
線

・
四

ツ
橋

駅
４

番
出

口
松
原
市
倫
理
法
人
会

池
内

中
公

民
館

TEL 090-7344-8161
近

鉄
南

大
阪

線
河

内
天

美
駅

北
東

へ
７

分
（

下
原

会
長

携
帯

）

大
阪
北
区
倫
理
法
人
会

堂
島

ホ
テ

ル
TEL 06-6341-3000

地
下

鉄
西

梅
田

駅
･亅

R東
西

線
北

新
地

駅
よ

り
３

分

③
点

線
部

分
を

折
り

、
４

つ
折

り
に

し
て

ご
使

用
下

さ
い



日
曜日

単
　
会
　
名

講
　
師
　
役
　
職
　
名

講
　
師

テ
　
ー
　
マ

1
水

寝
屋

川
市

寝
屋

川
市

倫
理

法
人

会
 会

員
樽

床
　

伸
二

 氏
松

下
幸

之
助

 「
成

功
の

要
因

」

千
里

中
央

株
式

会
社

サ
ト

ウ
花

店
 主

任
 千

里
店

長
長

谷
川

大
輔

 氏
花

の
チ

カ
ラ

道
頓

堀
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 副

会
長

田
畑

　
　

章
 氏

稼
ぐ

力
！

 ～
な

せ
ば

成
る

！
～

　

堺
市

中
区

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 幹
事

長
山

本
　

　
一

 氏
活

力
朝

礼

2
木

大
阪

天
王

寺
区

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

角
田

　
恭

恵
 氏

「
恩

意
識

を
高

め
る

」

泉
　

州
寝

屋
川

市
倫

理
法

人
会

 幹
事

植
村

　
仁

子
 氏

モ
ー

ニ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
は

健
康

の
も

と

大
阪

鴻
池

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 幹
事

長
山

本
　

　
一

 氏
信

成
万

事

大
阪

福
島

区
（

一
社

）
倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

担
当

研
究

員
柳

下
　

文
寛

 氏
万

人
幸

福
の

栞
に

学
ぶ

吹
田

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 事

務
長

上
西

　
　

知
 氏

経
営

倫
理

と
倫

理
経

営

3
金

高
槻

市
（

一
社

）
倫

理
研

究
所

 名
誉

研
究

員
丸

本
　

征
雄

 氏
10

0発
10

0中
成

功
の

法
則

東
大

阪
市

枚
方

・
交

野
倫

理
法

人
会

 副
会

長
日

高
　

孝
子

 氏
倫

理
に

出
逢

っ
て

い
な

か
っ

た
ら

？

大
阪

中
央

区
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
藤

原
　

忠
生

 氏
倫

理
経

営
と

自
力

更
生

堺
　

市
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
松

井
　

直
輝

 氏
社

員
教

育
の

壺・
そ

の
２

　
心

の
栄

養
（

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

大
阪

都
島

区
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 相

談
役

佐
藤

　
福

男
 氏

倫
理

の
母

体
 ～

夫
婦

道
～

4
土

大
阪

西
区

道
頓

堀
倫

理
法

人
会

 幹
事

望
田

　
陽

子
 氏

倫
理

法
人

会
に

出
合

え
て

か
ら

の
あ

れ
こ

れ
…

。そ
し

て
感

謝
。

松
原

市
八

尾
市

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
尾

花
　

英
隆

 氏
ナ

ン
バ

ー
２

の
心

意
気

（
枠

）

大
阪

北
区

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

松
井

　
直

輝
 氏

社
員

教
育

の
壺・

そ
の

４
　

男
と

女
の

違
い（

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
い

シ
ョ

ン
）

7
火

大
阪

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
大

西
　

国
夫

 氏
「

今
を

生
き

る
」

八
尾

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
上

能
喜

久
治

 氏
涙

の
洗

浄
・

心
の

交
流

枚
方

・
交

野
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
松

井
　

直
輝

 氏
職

場
の

三
原

則
　

こ
ん

な
会

社
は

崩
壊

す
る

新
大

阪
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
角

田
　

恭
恵

 氏
夫

婦
愛

和
で

会
社

が
変

る

8
水

寝
屋

川
市

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

松
尾

　
隆

徳
 氏

清
く

あ
れ

、
美

し
か

れ
と

、
願

え
ど

も
…

…

千
里

中
央

京
都

市
西

区
倫

理
法

人
会

 会
長

松
藤

　
節

雄
 氏

私
と

倫
理

の
学

び
に

つ
い

て

道
頓

堀
堺

市
中

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
東

谷
　

麗
子

 氏
こ

こ
ろ

の
力

堺
市

中
区

堺
市

中
区

倫
理

法
人

会
 幹

事
平

野
　

祥
之

 氏
得

る
は

捨
つ

る
に

あ
り

堺
市

中
区

倫
理

法
人

会
 幹

事
赤

松
　

秀
樹

 氏
運

命
は

自
ら

招
き

境
遇

は
自

ら
造

る

9
木

大
阪

天
王

寺
区

豊
橋

市
倫

理
法

人
会

 会
長

浅
倉

　
伸

治
 氏

「ウ
チの

嫁は
ん 

～浅
倉家

の秘
密/

家庭
のさ

りげ
ない

倫理
実践

～」

泉
　

州
新

大
阪

倫
理

法
人

会
 副

専
任

幹
事

細
部

　
俊

裕
 氏

倫
理

指
導

で
救

わ
れ

た
！

！

大
阪

鴻
池

大
阪

福
島

区
倫

理
法

人
会

 実
行

委
員

西
中

　
　

努
 氏

自
称

悪
徳

弁
護

士
の

魂
 ～

よ
り

よ
い

生
き

方
の

た
め

に

大
阪

福
島

区
滋

賀
県

倫
理

法
人

会
 副

会
長

井
内

　
良

三
 氏

人
生

嬉
し

い
事

と
為

に
な

る
事

し
か

な
い

吹
田

市
（

一
社

）
倫

理
研

究
所

 参
与

戸
田

　
徹

男
 氏

永
続

す
る

企
業

に
共

通
す

る
要

素

10
金

高
槻

市
高

槻
市

倫
理

法
人

会
 副

会
長

吉
岡

登
志

夫
 氏

倫
理

と
私

東
大

阪
市

新
大

阪
倫

理
法

人
会

 会
長

出
崎

　
三

惠
 氏

や
め

な
く

て
よ

か
っ

た
！

　
倫

理
法

人
会

大
阪

中
央

区
大

阪
中

央
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

菊
池

　
哲

也
 氏

明
朗

・
愛

和
・

喜
働

堺
　

市
大

阪
市

倫
理

法
人

会
 会

長
山

之
口

良
子

 氏
ど

ん
底

か
ら

の
生

還
、

全
て

倫
理

に
答

あ
り

大
阪

都
島

区
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
上

能
喜

久
治

 氏
涙

の
洗

浄
・

心
の

交
流

日
曜日

単
　
会
　
名

講
　
師
　
役
　
職
　
名

講
　
師

テ
　
ー
　
マ

11
土

大
阪

西
区

新
大

阪
倫

理
法

人
会

 事
務

長
野

口
　

慎
一

 氏
入

会
３

年
間

を
振

り
返

っ
て

松
原

市
松

原
市

倫
理

法
人

会
 相

談
役

光
田

　
誠

次
 氏

活
力

朝
礼

の
意

義

大
阪

北
区

（
一

社
）

倫
理

研
究

所
 法

人
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
津

々
木

昭
子

 氏
「

実
践

は
日

常
に

あ
り

」

14
火

大
阪

市
堺

市
中

区
倫

理
法

人
会

 実
行

委
員

陳
　

　
瑞

琴
 氏

「
ラ

ッ
キ

ー
に

生
き

る
！

」

八
尾

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 広

報
委

員
長

永
井

　
　

純
 氏

倫
理

と
出

逢
っ

て
動

き
出

し
た

舞
台

 ～
信

成
万

事
～

枚
方

・
交

野
枚

方
・

交
野

倫
理

法
人

会
 会

員
七

村
　

泰
雄

 氏
私

の
履

歴
書

新
大

阪
長

岡
市

倫
理

法
人

会
 相

談
役

板
東

　
秀

行
 氏

歴
史

に
学

ぶ
人

間
学

15
水

寝
屋

川
市

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 幹
事

長
山

本
　

　
一

 氏
学

び
の

宝
庫

　
倫

理
法

人
会

千
里

中
央

大
阪

福
島

区
倫

理
法

人
会

 実
行

委
員

西
中

　
　

務
 氏

「
自

称
悪

徳
弁

護
士

の
遺

言
 ～

よ
り

よ
い

生
き

方
の

た
め

に
～

」

道
頓

堀
枚

方
・

交
野

倫
理

法
人

会
 相

談
役

美
好

　
善

子
 氏

喜
び

の
人

生

堺
市

中
区

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 副
会

長
田

畑
　

　
章

 氏
稼

ぐ
力

！
 ～

成
せ

ば
成

る
！

～

16
木

大
阪

天
王

寺
区

大
阪

西
区

倫
理

法
人

会
 幹

事
貞

永
麻

千
子

 氏
「こ

れが
よい

！ 
すべ

てう
まく

いく
♪ 

倫理
の実

践を
楽し

んで
人生

繁盛
」

泉
　

州
（

一
社

）
倫

理
研

究
所

 特
別

研
究

員
宇

都
進

一
郎

 氏
本

物
の

経
営

大
阪

鴻
池

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

津
々

木
昭

子
 氏

実
践

は
日

常
に

あ
り

大
阪

福
島

区
千

里
中

央
倫

理
法

人
会

 会
長

土
屋

　
　

篤
 氏

会
長

職
拝

命
し

て
、

只
今

実
践

中

吹
田

市
大

阪
市

都
島

区
倫

理
法

人
会

 会
長

前
原

　
弘

昌
 氏

運
命

自
招

！
 夢

を
叶

え
る

快
運

筆
跡

17
金

高
槻

市
堺

市
倫

理
法

人
会

 会
長

吉
瀬

　
　

融
 氏

お
遍

路
と

倫
理

と
組

織

東
大

阪
市

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 モ
ー

ニ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
委

員
長

松
岡

　
清

徳
 氏

倫
理

で
学

ん
だ

事

大
阪

中
央

区
新

大
阪

倫
理

法
人

会
 幹

事
政

木
　

和
善

 氏
朝

礼
コ

ン
テ

ス
ト

 ～
参

加
し

て
得

た
気

付
き

～

堺
　

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
中

西
　

通
夫

 氏
純

粋
倫

理
を

実
践

し
て

大
阪

都
島

区
（

一
社

）
倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

長
松

本
　

真
志

 氏
朝

起
き

の
極

意

18
土

大
阪

西
区

（
一

社
）

倫
理

研
究

所
 参

与
田

形
　

健
一

 氏
一

 十
 百

 千
 万

 の
実

践

松
原

市
（

一
社

）
倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

長
松

本
　

真
志

 氏
朝

起
き

の
極

意

大
阪

北
区

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 実

行
委

員
乾

　
千

嘉
子

 氏
「

信
頼

さ
れ

る
力

」
～

信
成

万
事

～

21
火

大
阪

市
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
松

井
　

直
輝

 氏
「

職
場

の
三

原
則

　
こ

ん
な

会
社

は
崩

壊
す

る
」

八
尾

市
（

一
社

）
倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

長
松

本
　

真
志

 氏
朝

起
き

の
極

意

枚
方

・
交

野
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
藤

原
　

忠
生

 氏
倫

理
経

営
と

自
力

更
生

新
大

阪
千

里
中

央
倫

理
法

人
会

 幹
事

紺
田

　
泰

希
 氏

自
分

に
惚

れ
ろ

22
水

寝
屋

川
市

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 西
地

区
長

濱
野

　
太

郎
 氏

倫
理

経
営

で
会

社
が

ど
う

変
わ

っ
た

か
？

千
里

中
央

（
一

社
）

倫
理

研
究

所
 近

畿
方

面
担

当
研

究
員

柳
下

　
文

寛
 氏

「
万

人
幸

福
の

栞
に

学
ぶ

」

道
頓

堀
道

頓
堀

倫
理

法
人

会
 副

事
務

長
奥

村
　

寿
彦

 氏
半

生
の

棚
卸

と
倫

理
以

後

道
頓

堀
倫

理
法

人
会

 事
務

長
芳

賀
　

久
和

 氏
初

め
て

の
生

ん
で

く
れ

て
あ

り
が

と
う

堺
市

中
区

（
一

社
）

倫
理

研
究

所
 参

与
田

中
　

範
孝

 氏
男

は
度

胸
　

女
も

度
胸

23
木

大
阪

天
王

寺
区

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

松
井

　
直

輝
 氏

「
活

力
朝

礼
の

ス
ス

メ
 朝

礼
こ

そ
職

場
の

基
本

」

泉
　

州
高

槻
市

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
松

田
　

勝
也

 氏
ジ

ャ
ガ

イ
モ

精
神

大
阪

鴻
池

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 広
報

委
員

長
永

井
　

　
純

 氏
倫

理
に

出
逢

っ
て

動
き

出
し

た
舞

台
 ～

苦
難

福
門

～

②
①
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AR 印象に残ったモーニングセミナー

　いつもの元気な挨拶で講話がスター
ト。いつも明るく、素直で、突出した実
践力を持つ松原実行委員。この一年間、
MS 会場に５時に入り、白い行動旗を掲
げ続けた真摯の源を講話の中にみまし
た。
　生後間もなく生死にかかわる病気、後

に両親の愛を知る。最初の苦難は幼少時のいじめ。ブロックを頭
にぶつけられても笑っていなす石頭。いじめに遭いながらもいじ

めをいじめと思わず素直に育つ。２年間の中学時代のいじめ、親
に知られまいと笑顔で耐えられた。
　彼曰く「今となっては、逆にいじめに育てられた」並みの人間
ではない。教えられるのではなく実体験から学び、気づき、倫理
感、物事の善し悪しが本能的に理解できているから素晴らしい。
　ヤンキー、暴走族、大工修業時代、波乱万丈な経験の中で多く
の友人と出逢い、そのご縁を本当に大切にされている。夢は大き
く「大工さん育成の学校を作ること」とてもいい講話でした。
 （記：内藤 伸吾 専任幹事／堺市倫理法人会）

堺市倫理法人会｜８月８日「波乱万丈の人生と出逢いに感謝」
堺市倫理法人会　松原 壮志 実行委員

　「あなたは、目的を持って純粋倫理を
学びに来ているか？」突然のそんな問
いかけから始まる、（一社）倫理研究所
法人局名誉専任研究員　林　輝一先生の
熱い講話。朝起きの大切さ、倫理実践か
ら学ぶ事の大切さはこれまでの経験から
充分理解しているつもりでいた私たちで

も、林先生からこのような問いかけをされると、明確な目的を答
えられない自分に気づかされてしまいます。「私たちは倫理の実

践者です。実践者の目的は、自分の幸せのために純粋倫理を実践
することです。」林先生はこのように語られます。そして、その
純粋倫理の最も基礎となる実践こそが「朝起き」であると、教え
て下さいました。林先生の教えは、私たちがこれまでの経験から
理解してきた純粋倫理をより深く、よりはっきりと理解させてく
れるものでした。とにかく倫理の実践を続けること、ただただ実
践すること。8 月 26 日の八尾市倫理法人会モーニングセミナー
は、大切な事に気づかせてくれたとても貴重なお話でした。
 （記：徳永 英人 幹事／八尾市倫理法人会）

八尾市倫理法人会｜８月26日「なぜ純粋倫理を学び実践するのか ～人生が変わる～」
一般社団法人倫理研究所 法人局　林　輝一 名誉専任研究員

　宇都特別研究員は 来年引退されるま
でに法人会創設時の主な府県を廻ってお
られ今回 大阪でご講話されました。大
阪府倫理法人会創設時、櫻井初代会長の
自宅に事務局を設け、奥様の運転でご一
緒に普及に廻られたお話や大阪市の初代
会長でもある櫻井先生へのお参りに行っ

てこられたお話などです。櫻井先生は歯科医で、当時松下幸之助
さんが歯の治療に通っておられたそうで、法人会創設時、多くの

方々と交流されていた事を伺い知ることができました。
　宇都氏は常に防災グッズ（呼子付ペンライト、電池、非常食、
食塩、携帯トイレ）をリュックにもなるカバンに携行されて、も
しもの時に備えておられます。
　テーマ「本物の経営」とは天地自然の法則に合致した経営をし
ていくことで自然をベースにして経営する話について次回もっと
お聞きしたい思いです。 他単会から６名もの初参加の方があっ
て、自己紹介の時間が長くなったのが今後の運営課題です。

（記：酒井 賢一 副会長／大阪市倫理法人会）

大阪市倫理法人会｜８月12日「本物の経営」
一般社団法人倫理研究所 法人局　宇都 進一郎 特別研究員

　今までモーニングセミナーで数多くの
方のご講話を拝聴してきましたが、「倫理
を学んで人生が変わった。」とか、「倫理
で苦難を乗り越えられた。」というような
お話がよくありましたが、今回の講話者の
松田専任幹事のお話はちょっと違ってい
ました。

　もちろん、数々の苦難を乗り越えられて現在の大成功がおあり
なのですが、まだ倫理法人会に入会して 2 年ということでした。
中学を卒業してからの松田さんのサクセスストーリーの根底は、
まさに倫理の実践に他ならず、それも 16 歳からの大工の見習い
時代のちょっとしたほほえましいエピソードの奥には、幸せにな
る法則が一杯つまってました。

　貧しい少年が、必死に上を
目指して這い上がっていくと
いうような、古き良き時代の
人間ドラマを垣間見たようで、
爽やかな気持ちになりました。
　決して恵まれていたとはいえない生い立ちと、ご両親からも愛
情的にも金銭的にも突き放されたと言っていいほどの環境の中、
よくぞこれほどまでに健気に横道にそれることなく、たくましく
生きて来られたことに喝采を送りたいと思います。
　これからも高槻市倫理法人会はますます発展していくと確信し
ました。でも松田さんには今後、倫理法人会だけにとどまらず迷え
る日本の若者たちの指南役のような役割を担っていっていただき
たいと感じました。 （記：権藤 加代子 幹事／大阪北区倫理法人会）

大阪北区倫理法人会｜８月30日「じゃがいも精神！ ～どんなことがあっても～」
高槻市倫理法人会　松田 勝也 専任幹事
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★技術力に現場力、そして企画力！単会自慢の 元気な会社 をご紹介★

職場の教養で
従業員のレベル向上

妥協なき本物の製品で
地球環境に貢献

「決めるが全て」と言い切る
松島社長は大変元気です。

内外紙工株式会社
大阪鴻池倫理法人会

若林 敬造氏

有限会社 エクセレント・カンパニー（ベルセレージュ
代理店）

大阪中央区倫理法人会
桶谷 美恵子氏

 Salon Duka
枚方・交野倫理法人会

松島 貴規氏

　

学
校
卒
業
と
同
時
に
内
外
紙
工
に
入
社
さ
れ
、
生
え
抜
き

で
工
場
長
の
ポ
ス
ト
に
つ
き
45
歳
の
時
に
退
職
。
す
ぐ
近
く
で

紙
管
原
紙
の
ス
リ
ッ
タ
ー
を
主
た
る
業
務
と
す
る
サ
ン
ロ
ー

ル
と
い
う
会
社
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も

と
い
た
内
外
紙
工
が
製
紙
メ
ー
カ
ー
の
関
連
会

社
で
印
刷
用
紙
や
コ
ピ
ー
用
紙
の
原
反
を
加
工

断
切
す
る
会
社
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
取
扱
い

内
容
が
違
い
得
意
先
も
全
て
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

と
な
り
苦
労
し
て
起
業
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

時
代
は
移
り
そ
の
内
外
紙
工
よ
り
買
収
の

話
が
き
た
の
は
今
か
ら
７
年
前
。
65
歳
の
時

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
定

年
を
迎
え
る
年
で
会
社
買
収
と
は
す
ご
い
バ

　

創
業
は
平
成
４
年
、
本
当
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を

自
信
を
持
っ
て
お
勧
め
し
た
い
と
化
学
物
質
を
一
切
使
用
し

な
い
と
い
う
化
粧
品
な
ど
、
体
に
良
い
も
の
を
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
。
以
前
は
化
粧
品
会
社
で
約
５
０
０
人

の
販
売
員
の
育
成
に
携
わ
っ
た
経
験
の
持
ち
主
。

　

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
自
身
が
化
粧
品
に
よ
る
肌
の

ト
ラ
ブ
ル
で
退
社
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
本
当
に
安
心
で
き

る
化
粧
品
を
求
め
個
人
で
出
発
。
そ
の
４
年
半
後
に
自
信

を
持
っ
て
勧
め
て
い
た
化
粧
品
が
ま
さ
か
の
化
学
物
質
入

り
だ
と
判
明
。
自
責
の
念
に
か
ら
れ
一
時
は
商
売
を
た
た
む

こ
と
も
考
え
た
が
も
う
一
度
奮
起
さ
れ
再
出
発
。
そ
の
頃
、

出
会
っ
た
の
が
今
の
満
足
で
き
る
究
極
の
化
粧
品
。

　

そ
ん
な
経
歴
の
持
ち
主
の
桶
谷
氏
だ
が
倫
理
は
あ
く
ま

　

松
島
さ
ん
は
、
京
都
八
幡
で
散
髪
屋
さ
ん
を
営
む
家
庭
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
職
人
肌
の
父
親
か
ら
大
変
厳
し
く
育
て
ら

れ
、
幼
少
期
か
ら
お
店
を
通
し
て
社
会
を
覗
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

父
親
を
尊
敬
し
職
業
に
憧
れ
る
も
、
父
親
の
兄
で
あ
る
、
叔
父

さ
ん
が
松
島
少
年
の
生
き
方
に
影
響
を
与
え
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

従
業
員
４
０
０
人
を
有
す
る
会
社
の
社
長
で
あ
り
、
生
活
・
振

る
舞
い
全
て
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

松
島
さ
ん
は
幼
少
期
よ
り
、
回
り
の
友
達
か
ら
お
と
な
ま
で
全

て
の
人
に
「
僕
は
大
社
長
に
な
る
」
理
屈
な
く 

大
社
長 

大
社
長

と
言
い
続
け
て
青
年
期
を
過
ご
さ
れ
、
散
髪
屋
に
住
込
み
で
働
く

も
、
辞
め
て
し
ま
い
右
往
左
往
し
て
る
時
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が

「
大
社
長
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
忘
れ
る
事
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

24
歳
で
店
長
を
経
験
し
、
目
標
に
し
て
い
た
27
歳
で
独
立
（
こ

れ
は
父
親
が
成
し
た
事
）
を
目
指
し
、
堅
実
に
働
い
た
そ
う
で
す
、

そ
し
て
27
歳 

平
成
15
年
９
月
28
日
に Salon Duka 

を
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
さ

せ
た
の
で
す
。

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
す
。
20
年
前
に
務
め
て
い
た
会
社
と
は
い

え
会
社
を
継
承
し
た
時
に
機
械
の
整
備
、
社
員
の
高
齢
化
、

社
員
意
識
の
レ
ベ
ル
の
低
下
に
驚
き
、
ま
ず
モ
ラ
ル
の
改

革
と
し
て
挨
拶
か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

最
近
倫
理
に
入
会
し
Ｍ
Ｓ
に
参
加
さ
れ
会
員
の
大
き
な

声
で
の
唱
和
や
元
気
な
挨
拶
に
驚
か
れ
て
以
前
よ
り
行
っ

て
い
た
朝
礼
に
「
職
場
の
教
養
」
を
取
り
入
れ
て
、
ま
す

ま
す
活
力
朝
礼
を
実
践
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
作
業
現
場

を
拝
見
す
れ
ば
い
た
る
と
こ
ろ
に
標
語
を
貼
り
つ
け
、
ま
た

設
備
に
も
創
意
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
が
覗
え
ま
す
。
私
よ

り
年
齢
は
ず
っ
と
先
輩
で
す
が
、
じ
っ
と
し
て
い
な
い
行
動

力
の
あ
る
社
長
の
元
気
を
も
ら
っ
て
取
材
を
終
え
ま
し
た
。

�

（
記
・
山
田 

由
美
子 

幹
事
／
大
阪
鴻
池
倫
理
法
人
会
）

で
学
び
の
場
と
謙
虚
だ
。
今
回
見
せ
て
頂
い
た
の
は
活
力

朝
礼
。
週
に
一
度
、
同
じ
中
央
区
の
村
尾
会
長
の
会
社
と
合

同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
職
場
の
教
養
を
輪
読
の
あ
と
一
人

ひ
と
り
が
感
想
を
述
べ
る
工
夫
が
あ
っ
て
す
ば
ら
し
か
っ

た
。
以
前
は「
朝
礼
な
ん
て
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」と
き
っ

ぱ
り
。
き
っ
か
け
は
活
力
朝
礼
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
を

務
め
た
こ
と
。
最
後
に
桶
谷
氏
は
、
今
回
の
取
材
に
対
し

社
員
の
良
い
刺
激
に
な
れ
ば
と
快
諾
さ
れ
た
こ
と
と
、
社

員
そ
れ
ぞ
れ
が
経
営
者
の
感
覚
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
こ

と
や
高
い
目
標
を
も
っ
て
や
っ
て
い
け
る
こ
と
が
望
み
だ
と

語
っ
た
。
倫
理
で
の
学
び
は
会
社
の
中
で
も
外
で
も
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
役
に
立
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

�

（
記
・
篠
崎 

史
人 

幹
事
／
大
阪
中
央
区
倫
理
法
人
会
）

　

３
年
目
か
ら
利
益
が
で
は
じ
め
た
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
手
を
出

し
失
敗
。「
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
大
社
長
に
な
れ
ん
」
そ
こ
で
知
人
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
松
島
さ
ん
に
革
命
的
な
出
逢
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

現
場
と
共
に
そ
の
日
か
ら
平
成
22
年
9
月
28
日
に
２
店
舗
目

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
に
向
け
、
本
気
で
取
り
組
み
見
事
成
し
遂
げ
ま
す
。

　

今
、
松
島
さ
ん
は
従
業
員
１
０
０
人
50
店
舗
を
目
指
し
、
「
諦
め

な
い
！
松
島
貴
規
」
を
掲
げ
実
現
に
向
け
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

写
真
は
「
誰
が
一
番
カ
ッ
コ
イ
イ
か
ア
ロ
ハ
」
の
イ
ベ
ン
ト
時

の
も
の
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
い
い
顔
し
て
ま
す
ね
。

　

松
島
さ
ん
は
チ
ロ
ト
ロ
ピ
ン
（
パ
ワ
フ
ル
で
疲
れ
を
知
ら
な
い
！

経
営
者
必
須
の
ホ
ル
モ
ン
）
全
開
で
す
。

　

最
後
に
松
島
さ
ん
の
思
い
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
本
気
の
人
間
に
は
絶
対 

協
力
者
・
応
援
者
が
現
れ
る
。
自
分
ら
し

く
生
き
て
行
く
こ
と
の
大
事
さ
・
難
し
さ 

言
い
訳
は
絶
対
し
な
い
」

松
島
社
長
の
今
後
の
ご
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

（
記
・
小
川 

丈
二 

幹
事
／
枚
方
・
交
野
倫
理
法
人
会
）
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倫理実践! 倫理法人会では実践することで自己革新を図ることをすすめています。
当コーナーでは『倫理実践をした本人がどう変わったのか』を社員さんやご家族など
周りの人達からご投稿頂きました。『早起き』『活力朝礼』『モーニングセミナー』
などを通じてどんな変化が現れたのでしょうか ?!～実践後、周りの目の変化やいかに!～

　母がいつもお世話になり、ありがとうございます。
　母は明るくて真っ直ぐな人です。その半面、強いエネルギーと相まっ
て父と表現の違いでぶつかったり、私を抑えつけるような物言いをす
ることがありました。
　倫理法人会に行き出してからは私の話をよく聞いてくれるようにな
り、雰囲気が柔らかくなりました。母は、自分のやり方を私に押し付
けてくることも減り、周囲の人を応援したりフォローしたりすること
がとても上手になったと感じています。
　また、父と母のコミュニケーションもスムーズになり、私達を含め
た家庭全体が以前よりも明るく和やかになりました。
　私も「万人幸福の栞」は、様々な教えの実践的なものが簡潔に集約
されていると感じています。母のポジティブな変化を感じています。
ぜひこれからもよろしくお願いいたします。

中村さとみ 幹事
（大阪福島区倫理法人会／STUDIOシャトル）

「明るく和やかになりました」
次男・友也さまより寄稿

　主人が倫理法人会に入会してからの変化を考えますと、倫理実践中
であり急激な変化は見当たりませんが、少しずつですが意識が変化し
ていると感じています。
　職場ではスタッフさんの働きやすい環境づくりを目指しており、現
在約２年間離職者ゼロとありがたい事です。これからもスタッフさんと
一丸となり楽しく働きやすい環境つくりを続けて頂きたいと思います。
　家庭では、倫理法人会に入会後から毎日靴をそろえてくれていて、
子ども達にも靴をそろえる事の大切さを教えてくれています。夫婦共
働きのため、私への家事の負担を以前より積極的に手伝ってくれるよ
うになり、私の休息の時間が増えたので大変うれしく思います。
　役員朝礼やモーニングセミナーに参加してから異業種の方々との繋
がりが増えて、色々な事が勉強になり吸収しているんだなと感じまし
た。どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

尾上　昇幹事
（吹田市倫理法人会／株式会社I

いせや
SEYA）

「意識が変化しています」
奥さま・幸恵さまより寄稿

　それは、妻が倫理法人会に入会して半年ほど経った11月のある夜の
ことでした。
　「正ちゃん！大丈夫？頭は打ってない？….」
　朦朧とした意識の中で、大きな物音に驚き駆け寄ってきた妻の緊迫
した不安げな声が聴こえていました。目眩を起こし階段から転落して
しまったのです。救急車で運ばれ検査の結果脳に異常は無く、脳震盪
と肋骨のヒビ程度で済みました。でもしばらくは、杖に頼らないと歩
けない状態が続きました。
　もしあの時妻がいなければ、と思い起こすと不安になります。事故
直後の適切で早急な対応と、献身的な労りにただただ感謝しています。
　想定外の突発的な出来事に遭遇したとき、妻が本来持っている、生
き物を慈しむ心や優しさや思いやりやそれらをひっくるめた愛という
名の宝石が心の奥底で輝きを放ったのだと思います。
　倫理法人会は、その時も今も妻の豊かな心を引き出し発揮させてく
れているのではないかと思います。

出原 惠子 会員
（泉州倫理法人会／花むすび）

「倫理法人会と妻」
ご主人・森山正一さまより寄稿

　河原社長は、あらゆる機会において「人との縁を大切に」し、その
人並びにその会社のためになる情報の提供を常に心掛け、多岐にわた
る人脈を築いてこられました。それが社長の人間形成につながるとと
もに、社会人としての大きな財産となっています。
　社長は、今年の誕生日で還暦を迎えることを一つの節目と捉え、一年
前より「倫理法人会」に入会されました。より一層の自己変革を念頭に、
社内においては従業員に製造業における技能を向上させることは無論
ですが、社会人としてのより良い習慣と豊かな人間性を身に付けても
らうよう、朝礼などあらゆる機会に実践の場を設けられています。
　我が社では、新年の初出勤日と毎月初めの月曜日に全体朝礼を行い、
社長と各部署の所属長が前月の業績発表と当月の目標・注意事項の伝
達を行っていました。それが今回の社長の入会を機に、一方通行の発表・
報告だけでなく全員で”セブンアクト”と”社是”を唱和することにしまし
た。これにより社員全員がその日のスタートスイッチの入力に繋げら
れるようになったと思われます。

河原 正和 専任理事
（大阪西区倫理法人会／㈱プレス技術研究所）

「社長が倫理法人会に入会して」
総務部部長 髙橋 洋さまより寄稿
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電
車
の
中
を
見
渡
す
と
、
ス
マ
ホ
を
操
る

人
の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
こ
れ
一
台
で
あ

ら
ゆ
る
情
報
が
キ
ャ
ッ
チ
出
来
、
欲
し
い
も

の
は
な
ん
で
も
手
に
入
る
の
だ
か
ら
魔
法
の

宝
物
だ
。
今
の
機
能
は
ま
だ
序
の
口
で
、
こ

れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
進
み
、
人
間
の
脳
を
も
凌

ぐ
ま
で
に
進
化
し
て
行
く
と
か
。

　
道
具
ら
し
い
道
具
を
持
た
な
か
っ
た
太
古

に
遡
れ
ば
、
自
然
界
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
し
た
。

　
自
然
の
変
化
や
、
気
配
（
け
は
い
）
を
察

知
す
る
能
力
が
な
け
れ
ば
、
厳
し
い
自
然

界
で
生
き
て
は
行
け
ま
せ
ん
。
人
間
も
動
物

と
同
じ
よ
う
な
察
知
能
力
が
あ
り
、
物
事

に
敏
感
で
敏
捷
で
あ
っ
た
の
で
す
。
数
々
の

災
難
を
乗
り
越
え
て
進
化
し
て
き
た
不
思

議
な
能
力
も
道
具
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
し

だ
い
に
不
要
と
な
り
、
道
具
の
進
化
に
よ
っ

て
宇
宙
に
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
長
い
年
月
を
か
け

て
進
化
し
て
き
た
。
素
晴
ら
し
い
体
内
の
機

能
、
た
と
え
ば
自
然
治
癒
力
や
奥
深
い
感

性
、
想
像
力
と
い
っ
た
も
の
が
、
急
速
に
退

化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
人
間
は
左
脳
と
右
脳
が
う
ま
く
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。
脳
の
発
達
段
階

が
著
し
い
幼
児
期
に
ゲ
ー
ム
機
を
与
え
て
い

ま
す
と
、
右
脳
が
置
き
去
り
に
な
り
、
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
、
気
を
つ
け
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
便
利
な
モ
ノ
の
裏
に

は
、
常
に
危
険
が
伴
っ
て
お
り
い
か
に
加
減

よ
く
使
い
こ
な
す
か
が
大
事
で
子
供
は
親
の

責
任
で
あ
り
、
ま
た
全
て
は
自
己
責
任
と
な

る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
世
界
は
益
々
I
T
化
し
、
操

作
が
出
来
な
い
と
社
会
か
ら
弾
か
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
文
明
が
ど
れ
ほ
ど
進

歩
し
よ
う
と
も
所
詮
人
間
は
自
然
の
一
部
で

す
。
水
や
土
や
草
や
木
と
語
り
合
っ
て
い
た

縄
文
の
心
を
忘
れ
た
時
更
な
る
支
障
が
訪

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

温 知故 新
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◆ 大阪環状線めぐり ◆

　

寺
田
町
駅
の
「
寺
田
」
は

す
ぐ
西
の
広
大
な
四
天
王

寺
の
田
地
「
寺
田
」
が
由

来
と
い
う
。
北
へ
少
し
歩

け
ば
国
分
寺
前
、
東
西
の

道
が
俊
徳
街
道
で
、
俊
徳

丸
が
舞
楽
修
行
の
た
め
高

安
の
里
（
現
八
尾
市
山
畑

(

や
ま
た
け
））
か
ら
四
天

王
寺
ま
で
通
っ
た
と
伝
わ
る
。

　
伝
説
の
粗
筋
は
…
高
安
の
里
に
信
吉
（
の
ぶ

よ
し
）
長
者
と
い
う
大
金
持
が
住
ん
で
い
た
。

そ
の
子
、
俊
徳
丸
は
賢
く
容
姿
端
麗
で
四
天
王

寺
の
舞
楽
童
を
つ
と
め
て
い
た
。
実
母
が
亡
く

な
っ
た
後
、
義
母
に
育
て
ら
れ
る
が
、
義
母
に

子
が
で
き
て
か
ら
は
邪
魔
者
と
さ
れ
、
義
母
か

ら
呪
わ
れ
盲
目
と
な
り
、
四
天
王
寺
に
捨
て
ら

れ
物
乞
い
を
す
る
身
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
以

前
に
恋
仲
と
な
っ
た
和
泉
国
の
蔭
山
長
者
の
娘

は
、
俊
徳
丸
を
探
し
求
め
四
天
王
寺
で
運
よ
く

再
会
で
き
た
。
そ
こ
で
俊
徳
丸
を
励
ま
し
観
音

菩
薩
に
祈
り
を
続
け
る
と
、
娘
の
熱
意
が
伝
わ

り
呪
い
が
解
け
、
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
二

人
は
結
ば
れ
、
蔭
山
長
者
の
家
を
継
ぎ
幸
せ
に

暮
ら
し
た
。
一
方
、
義
母
は
家
運
が
衰
え
、
義

母
と
そ
の
子
は
物
乞
ま
で
没
落
し
た
と
い
う
…

こ
の
伝
説
は
古
く
か
ら
四
天
王
寺
に
沢
山
い
た

物
乞
に
、
参
拝
者
が
施
す
こ
と
で
参
拝
者
が
福

を
得
る
、
と
う
い
う
仏
教
の
思
想
に
関
わ
り
が

あ
る
と
、
言
わ
れ
る
。

　
先
日
、
四
天
王
寺
か
ら
近
鉄
俊
徳
道
駅
ま

で
俊
徳
街
道
を
辿
っ
た
。
街
道
筋
の
平
野
川
に

は
俊
徳
橋
が
架
か
り
、

御
勝
山
古
墳
を
越
え

る
と
西
・
東
俊
徳
地
蔵

尊
が
鎮
座
す
る
。
途
中

街
道
の
果
て
に
高
安

の
里
が
見
え
、
四
天
王

寺
参
拝
の
帰
途
に
つ

く
古
の
参
拝
者
と
、
同

じ
風
景
を
観
て
き
た
。

（
大
阪
案
内
人
・
西
俣 

稔
氏
）

駅名と周辺の歴史  「寺田町駅」

■平野川に架かる俊徳橋

Z
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー  

詳
細
は
各
単
会
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

高
槻
市
倫
理
法
人
会

【
日　
時
】
10
月
23
日
㈭　
18
時
30
分
〜
20
時

【
会　
場
】
た
か
つ
き
京
都
ホ
テ
ル

 

高
槻
市
城
西
町
4—

39

【
講　
師
】
大
阪
天
王
寺
区
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

松
井 

直
樹
氏

【
テ
ー
マ
】「
職
場
の
三
原
則 

〜
こ
ん
な
会
社
は
倒
産
す
る
〜
」

大
阪
中
央
区
倫
理
法
人
会

【
日　
時
】
10
月
30
日
㈭　
18
時
30
分
〜
22
時

【
会　
場
】
Ｔ
Ｔ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
（
テ
ィ
ー
テ
ィ
ー
バ
ン
ケ
ッ
ト
）

 

大
阪
市
中
央
区
東
心
斎
橋
１ — 

７ — 

25 

デ
ッ
プ
心
斎
橋
３
Ｆ

【
講　
師
】
大
阪
府
倫
理
法
人
会 

青
年
委
員
長 

朝
日 

里
佳
氏

【
テ
ー
マ
】「
経
営
者
向
け
ス
ピ
ー
チ
力
の
極
意
」

【
費　
用
】
４
、０
０
０
円
（
懇
親
会
の
食
事
付
き
）

★
ト
ピ
ッ
ク
ス
★ 

単
会
イ
ベ
ン
ト

道
頓
堀
倫
理
法
人
会

　
「
１
２
０
社
達
成
記
念
式
典
」
開
催

　

８
月
24
日
㈰
、
道
頓
堀
倫
理
法
人
会
1
2
0
社
達
成
記
念
式
典

が
道
頓
堀
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
参
加
者

に
楽
し
ん
で
頂
く
」。 
第
二
部
、

記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
国

宝
級
の
安
来
節
か
ら
ラ
イ
ブ
、

小
沢
劇
団
に
よ
る
芝
居
。
最
後

の
り
ん
り
ん
コ
ー
ラ
ス
の
出
番

で
は 

出
席
者
全
員
が
踊
っ
て
い

る
と
い
う
、
今
ま
で
に
な
い
盛

り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。 

出

席
し
て
下
さ
っ
た
方
の
「
今
年

一
番
笑
う
た
わ
。」、
こ
の
一
言

が
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

あ

る
種
、
独
特
な
盛
り
上
が
り
を

創
り
だ
す
珍
獣
揃
い
の
ト
ン
ボ

リ
集
団
。

　

そ
の
仲
間
を
太
陽
の
よ
う
な

笑
顔
で
い
つ
も
照
ら
し
続
け
た

橋
本
会
長
の
凄
さ
を
痛
感
し
た

式
典
は
、 

大
阪
府
下
・
他
府
県
各
単
会
の
代
表
者
様
1
1
0
名
以

上
の
方
々
を
交
え
て
狂
喜
乱
舞
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
記
・
藪
野 

進
一 

副
事
務
長
／
道
頓
堀
倫
理
法
人
会
）

松
原
市
倫
理
法
人
会

　
「
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
開
催

　
８
月
31
日
㈰
、
夏
休
み
最
後
の
日

曜
日
。
今
年
度
か
ら
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
、
７
月
13
日
㈰

の
大
泉
緑
地
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
に
引
き
続
き
第
二
弾
と
し
て

ボ
ー
ル
ア
ロ
ー
松
原
店
に
て
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
皆
子
ど
も
に

戻
っ
た
よ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
笑
い
普
段
と
は
違
う
一
面
を
見
る
こ

と
で
、
会
員
同
士
よ
り
深
く
繋
が
り
が
も
て
た
よ
う
に
お
も
い

ま
す
。
本
当
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

因
み
に
見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は
千
里
中
央
か
ら
参
加
下

さ
っ
た
田
畑
章
会
長
で
し
た
。

（
記
・
長
谷
川 

俊
夫 

実
行
委
員
／
松
原
市
倫
理
法
人
会
）

吹
田
市
倫
理
法
人
会

　
「
5
周
年
記
念
特
別
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
８
月
27
日
㈬
、
吹
田
市
倫
理
法
人

会
の
開
設
５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
手
羽
先
で
有
名
な
「
世
界
の

山
ち
ゃ
ん
」
こ
と
山
本
重
雄
氏
を
講

師
に
迎
え
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
全
国
に
チ
ェ
ー
ン
展
開
す

る
「
世
界
の
山
ち
ゃ
ん
」
も
海
上
自

衛
隊
、
焼
き
鳥
店
と
段
階
を
経
て
、

そ
の
後
手
羽
先
を
メ
イ
ン
に
様
々
な

ア
イ
デ
ア
を
加
え
て
現
在
の
成
功
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
成
功
に
倫
理
で
の
出
会
い
や
学
び

が
ど
う
い
う
風
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
か
を
お
話
し
さ
れ
私
た
ち

に
と
っ
て
も
非
常
に
学
び
に
な
る
講
話
と
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
の
懇
親
会
で
は
山
ち
ゃ
ん
が
自
慢
の
マ
ジ
ッ
ク
を

披
露
し
、
コ
ミ
カ
ル
な
話
術
を
駆
使
し
な
が
ら
会
場
は
大
盛
り
上

が
り
。
大
盛
況
で
開
設
５
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
記
・
林 

卓
郎 

幹
事
／
吹
田
市
倫
理
法
人
会
）

参 加 社 数
 第一位 堺　　　市 79.75 社
 第二位 千 里 中 央 71.00 社
 第三位 大 阪 鴻 池 60.00 社
 第四位 新　大　阪 60.00 社
 第五位 道　頓　堀 50.75 社

自単会参加社数
 第一位 堺　　　市 57.25 社
 第二位 千 里 中 央 48.25 社
 第三位 新　大　阪 36.33 社
 第四位 堺 市 中 区 35.33 社
 第五位 大阪福島区 34.00 社

自単会参加社出席率
 第一位 新　大　阪 36.3 %
 第二位 吹　田　市 35.1 %
 第三位 堺　　　市 33.9 %
 第四位 大阪都島区 33.5 %
 第五位 千 里 中 央 33.3 %

平成26年８月度「モーニングセミナー」参加平均ランキング

大阪の歴史と文化再発見 77
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